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わず身を乗り出す応援席。 0ぽＣｑ）ス勺－ト倍、忍者ス勺イ／し 0号わなに見られちやテＬａなあ。

滞馨現駅闘
張簿竿苧享葦
つこうなわけに構っちゃいられない。 0応援団長に合わ亡ぞつし－タフし一夕　　　　0日エゴＣごり店頭ねらだよタ

甑1．きＴＩ題享．‡．‡－‥こ．璽‥：！
包区の重み左肩に待つぎ伽。 0思うように動けないヨ一。

0
甲
、
〕
ト
ツ
の
フ
イ
ニ
ッ
ニ
ノ
ユ
。
気
持
ち
げ
い
い
よ
。

0ぽＣら手ピッ子応援団ドスコイタドスコイク



第4回町民大運動会5／17●総合運動公園

5月17日、午前9時。花火を合図に熱戦の火ぶたが切っ

て落とされた。2年ぶりの町民運動会、総合運動公園は

5，∞0人の熱気で燃えた。中学生・小学生・地区対抗

リレーとプログラムが進むにつれ、会場のボルテー

ジが上がる。応援合戦や仮装行列では、笑いの渦が

巻き起こった。運動会のハイライトは何といって

もリレーの決勝。優勝旗を競い熱いドラマが繰

り広げられた。熱戦の未、今年は頃未北が優

勝した。

●小学生男子リレー

●小学生女子リレー

●中学生リ　レー
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下 二

猪　　熊　　　●地区対抗リレー
おかの台

高尾団地

中央区　　　●総

伊左座

吉田団地

新生街

下　　二

※写真は6月30日まで役場ロビーに展示します。



町
営
住
宅
の
平
成
≡
年
度
分
の
家
賃
徴
収
率
は
、
公
営

住
宅
で
は
平
成
元
年
度
か
ら
三
年
度
ま
で
三
年
間
続
け
て

一
〇
〇
％
、
改
良
住
宅
で
も
九
九
・
九
％
の
実
績
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
回
の
広
報
で
は
、
町
営
住
宅
の
施
設
改
善
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
住
宅
の
管
理
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2
0
8
0
戸
の
町
営
住
宅
、

年
間
の
家
賃
は
三
億
五
千
万
円

水
巻
町
に
は
二
千
八
十
戸
の
町
営
住

宅
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
猪
熊
町

住
や
二
団
地
な
ど
五
百
十
八
戸
は
　
「
公

営
住
宅
」
と
い
い
、
高
松
団
地
や
鯉
口

団
地
、
吉
田
団
地
の
一
部
な
ど
千
五
百

六
十
二
戸
は
「
改
良
住
宅
」
と
い
い
ま

す
。
公
営
住
宅
と
は
、
低
所
得
者
の
住

宅
難
の
解
消
を
目
的
と
す
る
公
営
住
宅

法
に
基
づ
い
て
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、

改
良
住
宅
と
は
、
住
宅
改
良
法
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
住
宅
の
こ
と
で
す
。

公
営
住
宅
の
管
理
戸
数
は
、
平
成
二

年
度
統
計
に
よ
る
と
、
県
下
九
十
七
市

町
村
の
う
ち
二
十
番
目
　
（
町
村
だ
け
で

は
八
番
目
）
　
で
、
改
良
住
宅
は
四
番
目

（
町
村
で
は
一
番
目
）
　
の
規
模
で
す
。

平
成
三
年
度
の
全
世
帯
に
占
め
る
町
営

住
宅
世
帯
の
割
合
は
、
二
一
・
六
㌫
で

類
似
自
治
体
に
比
べ
る
と
高
い
比
率
を

占
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
町
営
住
宅
の
家
賃
は
い
っ
た

い
ど
れ
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
平
成
三

年
度
の
家
賃
は
公
営
住
宅
が
約
六
千
万

円
、
改
良
住
宅
が
約
二
億
九
千
万
円
、

合
わ
せ
て
三
億
五
千
万
円
が
住
宅
使
用

料
と
し
て
町
に
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
戸
あ
た
り
の
平
均
家
賃
は
、
年
間
約

十
七
万
円
に
な
り
ま
す
。

公
営
住
宅
（
5
1
8
戸
）
は

家
賃
徴
収
率
一
〇
〇
％
を
達
成

現
年
度
分
の
家
賃
収
入
率
で
は
、
公

営
住
宅
が
平
成
元
年
度
か
ら
三
年
連
続

一
〇
〇
㌫
徴
収
を
達
成
、
改
良
住
宅
で

も
九
九
・
九
㌫
の
実
績
を
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
実
績
は
県
下
は

も
ち
ろ
ん
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

こ
れ
も
入
居
者
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。

収
入
率
の
増
加
は
、
当
然
滞
納
額
を

引
き
下
げ
ま
す
。

図
1
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
の
図
は

昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
平
成
三
年
度
ま

で
の
町
営
住
宅
の
家
賃
滞
納
額
の
推
移

を
表
し
た
も
の
で
す
。

ぐ
′

鰯遥毒％Ａ
ｕ嗜

表1 3 敷金の納入状況 し、平成≡羊3月 帽 現在ノ ●表1 1 家賃滞納件数の推移　　　　　　　 ｈ　　　 Ｈ年）・

厘地名．．

′．敷金舶来蜜車線 せ轟数

食 矛

初代入
居者の

、う　 ち諌適者

紺∴鱈
入居者
準帯数

納入割合
雄　 一‾；

ｔは元年

年

率

滞　 納　 白墨敢 、、 ・、′、′ノ、表……救 ノー凍 言 蛍、、…ｊ、、′、．琴圭＿粧 、．ノー

重き療末 初松永愚 12月 12秦 ．鉢卒 、．38畠こ加方踏 激 辛 激辛 －ｊ＿・粛率 湖威線
溺発頭致 世、帯 数、 ・との比載 東漸 24月 35月 以率 ′、斗 米 、・坤 絆 単 科 撃砕的

蜃綿 密 346 271 617 782 165 436 ？9（＋3）軽 77 38 18 6 93 18 8 12 8

注轟松憩地 201 437 638 ？33 95 532 87（＋2）軽 43 14 6 － 46 8 5 3 1

．碗日啄蝉 74 76 150 219 69 145 68（＋4）藤 25 7 － － 27 2 3 － －
廃館密醸 5 15 28 20 0 15 100 車 16 5 － － 18 2 1 － －

木 申 蝉 5 15 20 20 0 15 100 衰コ．ｉ・ｉ≠ 19 3 － － 21 1 － － －

≡．三台．、計 631 814 1，445 1，774 329 1，143 81（＋3） ・313．21 － － － 21 － － － －

表－4 平成 3 年度 成績の内訳 （件月Ｉ●表 1 2 載半リの内訳と裁 封股…ｌ納入状況

…まこ卓軒 敏幸 擁 尋樟㌢ 聾魂車窓 、、1‾0％ ・′、1摘鐙 麺 ％ 郷華 区
、・牟

こ＿．裁　 判　 の 、・肉 ′‡謡、、＿玉 圭 喪 秘 恒 ㊥ 頼 薄 来

凍。′．・．′、．∴
臆∴．※、ｉ

薄鴫紅苓郎「
丞紡績

．′：・華 縮

絹針錠 嶺 軒
華 猷

㌶裏由酪
信教誉紅．

38

内

訳

17 10 8 3抒車額渾噂樟 宰 隼 鴻 沸 紅

黛 離 時 頼 樟 15 5 2 5 3
率 2 8 7 9 3 0 5 8

禍 転 永 巌 7 6 0 1 0
す 1 0 0 1 1 ロ 2 3

三溝 1 0 1 2 1 0 0 1
・肯薗 簸町 3 2 0 1 0 、本 1 0 0 1 8 0 0 0
′漣 、軍 学来 1 0 1 0 0 喪 1 0 0 1 2 0 1 3

64 30 13 15 6 － 6 0 8 14 ？ 0 8 15

4

ｒ
′



平
成
三
年
度
の
決
算
で
は
、
現
年
度

分
と
過
年
度
分
　
（
平
成
二
年
度
以
前
の

滞
納
家
賃
）
　
の
滞
納
家
賃
の
合
計
が
、

七
十
三
万
七
千
七
百
七
十
円
に
な
り
初

め
て
百
万
円
を
割
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

公
営
住
宅
の
現
年
度
分
は
0
、
改
良
住

宅
の
現
年
度
分
が
三
十
三
万
七
百
七
十

円
　
（
滞
納
世
帯
十
五
戸
）
、
残
り
の
四

十
万
七
千
円
　
（
滞
納
世
帯
七
戸
）
　
が
公

営
・
改
良
住
宅
の
過
年
度
分
の
滞
納
繰

越
で
す
。

滞
納
額
が
年
々
確
実
に
減
少
し
て
い

へ
ノ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

次
に
表
1
で
過
去
六
年
間
の
家
賃
の

滞
納
件
数
を
見
て
み
ま
す
と
、
平
成
三

年
度
の
滞
納
世
帯
は
二
十
一
世
帯
で
滞

納
額
二
十
万
円
を
超
え
る
世
帯
が
な
く

な
り
ま
し
た
。

悪
質
滞
納
者
は

三
が
日
の
未
納
で
訴
訟
へ

入
居
世
帯
の
中
に
は
、
再
三
の
催
告

に
も
応
じ
ず
家
賃
納
入
を
極
力
怠
ろ
う

と
す
る
人
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
悪
質
滞

納
者
は
、
真
面
目
な
入
居
者
に
は
迷
惑

な
こ
と
で
す
。
町
は
、
大
切
な
税
金
で

建
て
ら
れ
た
住
宅
を
適
切
に
運
営
す
る

た
め
、
悪
質
滞
納
者
に
は
三
か
月
の
滞

納
で
自
主
退
去
の
勧
告
や
、
裁
判
に
よ

る
強
制
明
け
渡
し
を
行
い
ま
す
。

表
2
で
わ
か
る
よ
う
に
、
平
成
三
年

度
は
一
件
の
訴
訟
と
二
件
の
強
制
執
行

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
は
、

職
員
が
昼
夜
を
問
わ
ず
訪
問
し
て
も
居

留
守
を
使
い
、
面
接
す
ら
応
じ
な
い
世

帯
で
し
た
。
ま
た
、
町
の
積
極
的
な
滞

納
整
理
方
針
を
知
ら
ず
に
入
居
し
た
人

が
、
一
か
月
の
家
賃
納
入
後
未
納
と
な

り
、
保
証
人
の
協
力
で
自
主
的
に
退
去

を
お
願
い
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

の
増
加
で
す
。
し
か
し
、
団
地
別
に
見

る
と
敷
金
納
入
割
合
に
は
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
敷
金
納
入
を
辞
退
し
た
と
こ
ろ

も
見
ら
れ
ま
す
。

町
営
住
宅
か
ら
退
去
す
る
と
き
は
、

退
去
費
用
と
し
て
畳
の
表
替
え
、
ふ
す

ま
の
張
り
替
え
な
ど
原
状
回
復
の
費
用

を
個
人
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
現
在
で
は
、
最
低
八
万
か
ら
十
万

円
程
度
か
か
り
、
引
っ
越
し
費
用
を
加

え
る
と
大
き
な
額
に
な
り
ま
す
。

退
去
時
の
多
額
な
出
費
を
避
け
る
た

め
に
も
、
敷
金
は
納
め
て
お
き
た
い
も

の
で
す
。

家
賃
減
額
の
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

敷
金
納
入
世
帯
が

少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す

表
3
は
、
敷
金
の
収
入
状
況
を
表
し

て
い
ま
す
。

敷
金
と
は
、
町
営
住
宅
を
退
去
す
る

と
き
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
入
居
者

が
前
も
っ
て
預
け
て
お
く
お
金
の
こ
と

で
す
。町

で
は
、
敷
金
納
入
を
猶
予
し
て
い

た
炭
住
か
ら
の
改
良
住
宅
へ
の
初
代
入

居
者
に
対
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
四
月

か
ら
家
賃
三
か
月
分
の
敷
金
の
納
入
を

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
対
象
は
高
松

団
地
や
吉
田
団
地
な
ど
千
七
百
九
十
六

戸
で
す
。
全
体
で
八
一
㌫
の
世
帯
が
分

割
払
い
や
口
座
振
替
で
納
入
し
て
い
ま

す
。
平
成
元
年
度
と
比
較
す
る
と
三
㌫

町
は
、
平
成
元
年
に
家
賃
の
見
直
し

を
行
っ
た
と
き
、
家
賃
減
額
制
度
も
見

直
し
ま
し
た
。
当
時
、
検
討
す
る
中
で

減
額
制
度
も
な
い
他
の
自
治
体
も
多
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
最
高
二

〇
㌫
の
減
額
率
を
三
〇
㌫
に
増
加
し
、

減
額
率
を
四
段
階
に
し
ま
し
た
。
対
象

は
生
活
保
護
費
受
給
者
の
収
入
と
同
程

度
の
収
入
の
入
居
者
で
す
。
扶
養
者
の

数
、
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
減
額
該
当
収

入
は
異
な
り
ま
す
。

平
成
一
二
年
度
は
、
六
十
四
世
帯
が
制

度
を
利
用
し
ま
し
た
。
（
表
4
）

平
成
四
年
度
も
四
月
末
現
在
四
十
九

世
帯
が
申
請
し
て
い
ま
す
。
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
入
居
者
は
、
住
宅
課
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ぶ



手作りとんちょう

間もなく完成

身体障害者福祉センター

水巻町身障会の婦人部の人たち

が、身体障害者福祉センターのど
んちょう作りに励んでいます。

このどんちょうは、縦2．6メー

トル、横7メートルで、すべて古
い着物を材料に作られています。

毎週水曜日は、婦人部や賛助会

員の人が身体障害者福祉センター
に集まり、どんちょう作りを始め

ます。家のタンスの中にしまって

あった古い着物を持ち寄り、ほど
いて縫い合わせていきます。会員

のなかには目や体の不自由な人が

いますが、みんな一生懸命です。
どんちょう作りは、昨年12月か

ら取りかかり、もうすぐ完成。6

月21日に身障者のつどいも兼ねて

披露されますので、たくさんの参
加をお願いします。

5月31日、中央公民館で九州交

響楽団弦楽アンサンブルの演奏会

が開かれました。

アンサンブルのメンバーは、九

州交響楽団福岡ムジカークライス

の4人。シューベルトの「メヌエ

ットとトリオ」や、シューマンの

「子供のためのアルバム」などク

ラシック6曲を、バイオリンやビ

オラ、チェロで演奏します。

演奏が始まると、弦楽器の心地

よいハーモニーが静まり返った会

場、に響きます。

「久しぶりに生のクラシックを

身近に聞けて感激です。心の洗濯

になりました」と、高宮モモヱさ

ん（47歳・頃未）。
弦楽器の繊細なメロディーが、

聞き入る聴衆を魅了しました。

なま演奏で
心の洗濯

九州交響楽団
弦楽アンサンブル演奏会

山
崎
　
佳
菜
ち
ゃ
ん

3年6月23日生まれ
（おがの台）

かわいいしぐさに、

パパも日を細めぎみ

やさしく、すてきな女

性になってください。

我が家のお宝浩樹くん

は今、「ママの追いか
け」に夢中！うちでは、

それを「母をたずねて
三千里」と呼んでいま
す。丈夫で、元気な子

供に育ってね。

行
徳
早
希
子
ち
ゃ
ん

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°

　

　

°
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・　　3年6月14日生まれ
‘　　　　　　　（猪熊）
°

．泣いても笑っても我が

：家のアイドルこのまま

．すくすく大きくなって
°

．ネ！

3年6月21日生まれ．
（梅ノ木団地）．

完還奉養悪
・石らしさ、

告責二手‾‾
詠訝義中です0

掲載を希望する人は、誕生日の前月20日までに
庶務係へ申し込んでください。

勇太くん、お誕生日お

めでとう。あっという

間でしたが、毎日が楽

しい1年間でしたね。

これからもいつも笑顔

でいられますように。

3年6月13日生まれ

（古賀団地）

3年6月3日生まれ
（梅ノ木団地）

最近、少し歩けるよう

になりました。

女の子だけど、強くワ

ンバクでたくましく育

ってほしいです。



この竹の子は大きい￥！
5月6日、机の室井さんの竹林で、第一・第二保育所の

年長児たちが竹の子掘りを楽しみました。

「地面から少し頚を出しているのを探してください。み
んなケガをしないように楽しんでね」と、室井弓枝さんの

説明で作業開始。手に手に小さなスコップをもったチビッ

コたちは、竹の子のまわりに集まり懸命に土をかき上げま

す。「先生あった－。ワ一ツ、ここにも」と、あちこちか
ら上がる歓声に先生たちも大忙し。落葉をかき分けて探し

たり、大きな竹に挑戦したりして、初めて経験する竹の子

掘りを存分に楽しみました。この日の収穫は、大小合わせ
て約30本。園に持ち帰って絵をかいたり、給食でおいしく

食べたりしました。

ぼくたち毒遺跡掘りやりたいな

5月19日、猪熊小学校の6年生が、苫田の苗代谷追跡を
見学しました。

この遺跡は、昨年末、造成作業中に発見された約二千年
前の弥生時代中期の集落跡。現在発掘作業が進められ、住
居跡や土器、石器、鉄器などが出土しています。
現在、学校で歴史の勉強をしている6年生119人は、2

班に分かれ土器片の散らばる住居跡を見学。係員の説明に
興味深く耳を傾けていました。

「伺千年か前にここに人が住んでいたんですね。ぼくた
ちの先祖かな。遺跡触りがしてみたいな」と、目を輝かせ
て語る瓜生義暫くんと尾崎正芳くん。
生徒たちは、熱心にメモをとったり、出土した土器や矢

じりを手で触れたりして勉強しました。

伊左座ヤンキース連覇

スポーツ少年団野球大会

5月5日、町内

5つの野球スポー

ツ少年団が総合運

動公園に集まり、

熱戦を展開しまし

た。決勝戦では、

伊左座ヤンキース

と頃末ファイター

ズが対戦。伊左座

ヤンキースが11対

1の大差で今年も

優勝しました。

伊左座ヤンキース
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老人は地域の図書館、

教師です　高齢者教養講座

5月7日と14日、吉田三公民館と

おかの台第2集会所で高齢者教養講

座がありました。講師に時枝悦子さ

んを迎え『生きがいのある高齢期を

迎えるために』というテーマで講演

が始まりました。

「自然から遠ざかれば病気に近づ

く。しあわせ病の子どもに育ててよ

いのですか。あなたたちは地域の図

書館、教師です。子や孫に言って聞

かせなさい」と、ユーモアたっぷり

な話術で参加者を引きつけました。 ウシポエルの災難

吉田の薙漢川上流に小さな池があ

ります。数年前から大きなウシガエ

ルが住み着き、今では40匹を超える

数に繁殖。夜ともなると、ウォーウ

ォー、モーモーの大合唱です。おか

げで付近の人たちは睡眠不足。やむ

なく捕らえられ、遠賀川などへ強制

移住となりました。

ア



健康づくりシリーズ◎

こ
ね
に
ち
躊
保
健
婦
魯
首

ア
レ
ル
ギ
ー
シ
リ
ー
ズ
威
膵
回
は
、

痢
チ
吐
ダ
ニ
ア
レ
ル
ギ
ー
炉
に
つ
い
で

お
話
し
し
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
の
う
ち
、
食
物

よ
り
多
い
と
さ
れ
る
の
が
チ
リ
ダ
ニ
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
で
す
。

一
般
に
チ
リ
ダ
ニ
と
呼
ば
れ
る
こ
の

コ
ナ
ヒ
ョ
ー
ヒ
ダ
ニ
は
、
室
内
の
ち
り

と
一
緒
に
浮
遊
し
て
い
て
肉
眼
で
は
見

え
ま
せ
ん
。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
皮
膚
炎
の
た
め
検
査
を

行
っ
た
場
合
、
こ
の
ダ
ニ
の
ア
レ
ル
ギ

ー
が
第
一
の
原
因
に
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

な
ど
の
申

掃
除
を
す
る
際
に
は
、
次
の
二
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
大
掃
除
に
よ
っ
て
、
古
い
ダ
ニ
の
巣

を
取
り
除
く
。

⑨
日
ご
ろ
の
拭
き
掃
除
と
カ
ビ
駆
除
に

よ
っ
て
、
新
し
い
巣
を
作
ら
せ
な
い

よ
う
に
す
る
。

大
掃
除
は
、
三
月
下
旬
か
ら
四
月
上

旬
に
定
期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
時
親
に
行
う
の
は
、
気
温
の
上
昇
と

春
の
長
雨
に
よ
る
湿
度
の
上
昇
で
、
部

屋
の
隅
に
産
み
つ
け
ら
れ
た
卵
が
一
斉

に
ふ
化
す
る
の
で
、
そ
の
前
に
卵
と
巣

を
一
掃
す
る
た
め
で
す
。

大
掃
除
は
、
家
中
の
全
部
屋
に
つ
い

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
居
間
、
寝

室
、
子
供
部
屋
、
お
年
寄
り
の
部
屋
は

要
注
意
。
ま
た
、
壁
や
床
の
上
に
敷
い

て
あ
る
じ
ゅ
う
た
ん
は
取
り
払
い
、
畳

を
あ
げ
て
半
日
裏
手
す
る
な
ど
徹
底
的

な
駆
除
が
必
要
で
す
。

四
月
、
五
月
号
で
も
お
話
し
し
た
よ

う
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
様
々
な
原
因

や
症
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
の
で
た
早
期
に
衣
・
食
・

住
と
も
ア
レ
ル
ギ
ー
を
考
慮
し
た
環
境

づ
く
り
を
心
が
け
て
い
く
必
要
が
あ
り

原
因
は
チ
リ
ダ
ニ
と
分
か
っ
て
い
る

の
で
す
か
ら
、
対
策
と
し
て
は
そ
の
チ

リ
ダ
ニ
を
取
り
除
く
こ
と
で
す
。
し
か

し
、
た
だ
家
を
掃
除
す
る
だ
け
で
は
チ

リ
ダ
ニ
を
除
去
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。チ

リ
ダ
ニ
は
次
の
条
件
が
そ
ろ
っ
て

い
る
所
に
巣
を
作
り
生
息
し
ま
す
。

▽
人
目
に
つ
か
な
い
隅
▽
適
当
に
湿
度

が
あ
り
、
温
か
い
所
▽
カ
ビ
が
生
え
て

い
る
所
▽
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
本
、
古
新
聞

日本の気象状況とダニ敦

気温

生
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合で、県知事に申請して承認を受け

れば、免除されます。

●所得がないとき。

●被保険者本人や家族が、生活保

護法による生活扶助以外の扶助を

受けているとき。

●地方税法に定める障害者または

寡婦で、年間の所得が125万円以下

のとき。

●その他、保険料を納めることが

困難な理由があるとき。

◎追納もできます

保険料が免除された期周の年金額

は、納めた期間の3分の招こなって

しまいます。10年以内なら追納もで

きますので、生活に余裕ができた

後からでも納めるようにし諌しょ

詳しいことは、国民年金係へお尋

ねください。

国包日田㊥・う・命・彷・ト

困ったときは

ご利用くださ既
【法定免除】

次のいずれがに該当したときには、

保険料が免除されます。

●生活保護法による生活扶助を受

けているとき。

●障害基礎年金や被用者年金の障

害年金（1級・2級）などを受け

ているとき。

【申請免除】

次のいずれかに該当するような場

第1号の被保険者には、20歳から

60歳になるまでの40年間、保険料を

納める義務があります。しかし、こ

の長い間には、橙清的事情などで保

険料を納めることが困難な時期もあ

ります。国民年金では、このような

ときのために、保険料を免除する制

度が設けられています。ご利用くだ

さい。免除制度には法定免除と申請

免除の2つがあります。

β



6月1日付で役場の 人事異動を行いました

【昇格】山本敦＝住宅課営繕係長（建設鉱害課土木係主査）　古

二＝都市計画課下水道係長（都市計画課都市計画係主査）　小野
元次章教育委員会中央公民館係長（教育委員会中央公民館主査）
原田純子＝財政課財務係主査（財政課財務係副主査）　山松正
＝税務課課税係主査（税務課課税係主任）　小野元＝社会課高
者対策室主査．（健康対策課国保年金係主任）　行正悟＝財政課
務係主査（社会教育課社会教育係主任）　大林治男＝生活環境
環境衛生係主査（住民生活課生活環境係主任）
【異動】日高常雄＝生活環境課長（住民生活課長）　田村邦夫＝

社会課高齢者対策室主幹（学校教育課主幹）　盛田節雄＝財政課
参事〔土地開発公社担当〕（都市計画課参事）　西尾啓三＝税務
課課税係長（住宅課営繕係長）　田中猛＝住民課住居表示担当係
長（社会教育課同和教育担当係長）　福田光明羊住民課国民年金
係長（社会謀老人児童係長）　吉田久子≠健康対策課保険医療係
長（健康対策課国保年金係長「「松村和男＝生活環境課住民生活
係長（住民生活課生活環境係長）　下川蒲＝生活環境課環境衛生
係長（住民生活課同和対策係長）　吉川豊＝社会課老人児童係長
（健康対策課健康対策係長）　堤野久男＝学校教育課学校教育係

長（建設鉱害課建築係長）　小金丸博光＝社会教育課生涯学習係
長（社会教育課社会教育係長）　武尾一三＝社会教育課体育係長
（都市計画課施設管理係長）　伊藤和英二住民課国民年金係主査
（健康対策課国保年金係主査）有田摩寿美＝収入役室会計係（住

課住民係）　諸永光子＝住民課住民係（社会課老人児童係）
小山ヨシ子＝健康対策課保険医療係（学校教育課学校教育係）
遠坂恵美子＝健康対策課保険医療係（健康対策課国保年金係）
佐藤紀子＝学校教育課学校教育係（住宅課管理係）　福井彰一二
企画課企画調登係（住宅課管理係）　原田和明≒財政課管財係（税
務課課税係）　宇津官志津江＝住宅課管理係（健康対策課国保年
金係）　内海祥隆＝税務課課税係（税務課納税係）　行実利夫＝
税務課課税係（産業課農林商工係）　矢野幸男＝産業課農林商工
係（住宅課管理係）　古賀貴志枝＝産業課農林商工係（水道課管
理係）　内山節子＝住民課国民年金係（健康対策課回保年金係）

芳賀健児＝生活環境課住民生活係（住民生活課生活環境係）
藤本孝則＝生活環境課住民生活係（産業課農林商工係）　牟田孝
則＝都市計画課都市計画係（税務課納税係）　永沼良＝都市計画
課下水道係（税務課課税係「㍉山松康江＝社会課民生係（収入役
室会計係）　峯浦喜八郎＝水道課管理係（税務課課税係）　横島
信弘＝社会教育課体育係（住民生活課生活環境係）　岡田敬一＝
建設鉱害課土木係（総務課付）　河村直樹＝住宅課管理係（学校
教育課学校教育係）　植田英次郎二住宅課管理係（総務課付）
富田功＝税務課課税係（総務課付）　岡田祐司＝税務課納税係（税
務課課税係）　高祖睦二税務課納税係（企画課企画調整係）　療
育美＝住民課住民係（総務課付）　添田房枝＝健康対策課保険医
療係（健康対策課国保年金係）　粗井達也＝健康対策課保険医療
係（健康対策課国保年金係）　石川潤也＝生活環境課環境衛生係
（総務課付）　松尾亜紀＝社会課老人児童係（総務課付）　相澤

恵子幸学校教育課学校教育係（住民課住民係）　山田浩幸＝社会
教育課生涯学習係（社会教育課社会教育係）　大坪剛＝社会教育
課生涯学習係（社会教育課社会教育係）　藤本義治＝社会教育課
体育係（総務課付）　木原豊
施設管理係）
【兼務】松村和

策係長　小金丸博
教育係長

＝社会教育課体育係（都市計画課

活環境課住民生活係長・生活環境課同和対
社会教育課生涯学習係長・社会教育課同和

座療費の

公費支給斜度

水
巻
町
に
は
、
住
民
の
保
健
向
上
と

福
祉
の
増
進
を
目
的
に
、
医
療
費
の
一

部
を
公
費
で
支
給
す
る
医
療
費
の
公
費

支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
保
険
証
を
提
示
し
て

病
院
で
診
療
を
受
け
た
と
き
の
自
己
負

担
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
対
象
と

な
る
医
療
に
乳
幼
児
医
療
・
重
度
障
害

者
医
療
・
母
子
家
庭
等
医
療
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
重
度
障
害
者
医

療
費
の
支
給
制
度
を
紹
介
し
ま
す
。

●
対
象
者

三
歳
以
上
で
町
内
に
住
所
が
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
・
社
会
保
険
に
加
入
し

て
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
人

〔
精
神
薄
弱
者
〕

◇
児
童
相
談
所
か
ら
重
度
・
最
重
度

と
判
定
さ
れ
た
人

◇
国
民
年
金
法
の
障
害
年
金
で
一
級

に
該
当
す
る
人

◇
福
岡
県
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
認
定

を
受
け
て
い
る
人

◇
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
一
級
に
該

当
す
る
人

〔
身
体
障
害
者
〕

◇
障
害
の
程
度
が
一
級
、
二
級
の
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

〔
重
複
障
害
者
〕

◇
児
童
相
談
所
の
判
定
が
申
度
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
の
程
度

が
三
級
の
人

●
対
象
に
な
る
医
療
費

保
険
証
で
か
か
っ
た
診
療
で
の
自
己

負
担
額
が
対
象
で
す
。
初
診
料
や
往
診

料
の
一
部
、
そ
の
ほ
か
健
康
保
険
の
通

用
が
な
い
費
用
は
、
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。県

外
の
病
院
で
の
治
療
や
コ
ル
セ
ッ

ト
な
ど
の
代
金
、
基
準
看
護
で
な
い
病

院
で
の
付
き
添
い
看
護
料
な
ど
は
対
象

に
な
り
ま
す
。
領
収
証
が
必
要
で
す
の

で
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

健
康
保
険
証
・
印
か
ん
・
障
害
者
手

帳
・
そ
の
ほ
か
障
害
を
証
明
す
る
書
類

※
詳
し
く
は
、
保
険
医
療
係
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。



教育委員会の社会教育課社会教

育係が、6月1日から生涯学習係

と体育係に分かれました。体育係

は、事務所を役場庁舎から総合運

動公園の中央管理事務所に移し、

総合運動公園や河川敷公園、その

他町内の体育施設の管理や町民へ

の体育指導などを行います。

施設の使用申し込みは、中央管

理事務所へ。℡201－4000

健康テレホン
サービス

ハイハイ

531－8181
6　月　の　テ　ー　マ

貰

火

皮膚ガンジダ症とおむつかぶれ

一歯の健廣シリーズー
歯の治療にはどうして何日もかかるの？

悶

至遍

ストレスと胃潰瘍

ボケが始まったら家族はどうする

金

畏

頗のかゆみとフケ

食　 中　 毒

町
が
き
れ
い
だ
と

心
も
き
れ
い

き
れ
い
な
町
づ
く
り
運
動
を
進
め
て

い
る
水
巻
町
地
区
衛
生
推
進
協
議
会
で

は
、
家
庭
排
水
が
流
れ
込
ん
で
い
る
溝

の
大
掃
除
を
、
6
月
1
4
日
（
日
）
、
町

内
一
斉
に
行
い
ま
す
。

各
家
庭
か
ら
一
人
以
上
参
加
し
て
、

地
域
ぐ
る
み
で
き
れ
い
な
町
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

●
溝
ブ
タ
の
開
閉
は
町
で
行
い
ま
す
。

●
掃
除
後
の
汚
泥
は
、
袋
に
入
れ
て
指

定
の
場
所
に
集
め
て
く
だ
さ
い
。

●
汚
泥
は
、
後
日
町
で
回
収
し
ま
す
。

空
き
地
の
革
は
、
蚊
の
発
生
源

●
自
分
の
土
地
の
草
は
、
い
つ
も
き
れ

い
に
自
分
で
刈
り
ま
し
ょ
う
。

●
草
刈
機
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

●
自
分
で
刈
れ
な
い
人
は
、
業
者
を
紹

介
し
ま
す
。

消
専
業
を
差
し
上
げ
ま
す

気
温
が
あ
が
り
、
蚊
が
発
生
す
る
時

期
に
な
り
ま
し
た
。

大
掃
除
や
満
の
掃
除
の
後
は
消
毒
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
消
毒
薬
を
無
料
で

差
し
上
げ
ま
す
。
容
器
を
持
っ
て
役
場

環
境
衛
生
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

老
人
医
療
受
給
者
証
の

切
り
替
え
が
あ
り
ま
す

保
険
医
療
係

現
在
使
っ
て
い
る
7
0
歳
か
ら
の
「
老

人
医
療
受
給
者
証
」
は
、
6
月
3
0
日
で

有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

次
の
日
程
で
新
し
い
医
療
証
を
交
付

し
ま
す
の
で
、
切
り
替
え
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
6
月
2
2
日
～
6
月
2
5
日

午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
一
〇
一
会
議
室

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
健
康
保
険
証
・

印
か
ん
・
老
人
医
療
受
給
者
証

●
問
い
合
わ
せ
　
保
険
医
療
係

※
受
給
者
ご
と
に
切
り
替
え
日
を
通
知

し
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
日
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。

新
し
い
自
分
を
再
発
見
！

野
外
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隻
謹
崖

英
彦
山
青
年
の
家

県
立
英
彦
山
青
年
の
家
で
は
、
青
少

年
野
外
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
行
い
ま
す
。
自
然
の
し
く
み
や
、
自

然
保
護
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
野
外
活

動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
知
識
と
技

能
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
　
き
　
6
月
2
7
日
（
土
）
午
後
2

時
～
6
月
2
8
日
（
日
）
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
県
立
英
彦
山
青
年
の
家

●
募
集
人
員
　
野
外
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
（
3
0
人
）

●
参
加
費
　
二
千
五
百
円

●
内
　
容
　
テ
ン
ト
設
営
、
野
外
調
理
、

ｒ
．

1〃

、

1

・

・

．

′

′

、

・

・

．

叶

自
然
観
察
登
山
な
ど

●
申
し
込
み
方
法
　
6
月
2
3
日
ま
で
に

電
話
か
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
（
連

絡
）
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
立
英

彦
山
青
年
の
家
（
〒
8
2
4
1
0
7
田
川
郡

添
田
町
大
字
英
彦
山
3
2
－
1
8
）
　
℡

（

0

9

4

7

）

8

5

局

0

1

0

1

番



遠
慮
せ
ず
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談
所

福
岡
法
務
局
と
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
外
国
人
が
日
本
で
生
活
す

る
な
か
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
応
え

る
た
め
「
外
国
人
の
た
め
の
人
権
相
談

所
」
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
、

秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
と
　
き
　
6
月
1
0
日
か
ら
毎
月
第
二

水
曜
日
午
後
ｌ
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
福
岡
法
務
局
人
権
擁
護
部

相
談
室

●
相
談
担
当
員
　
職
員
・
人
権
擁
護
委

？
ご

員
（
弁
護
士
）

●
通
　
訳
　
英
語

●
相
譲
内
容
　
人
権
問
題
、
就
労
問
題

住
宅
問
題
、
戸
籍
・
国
籍
問
題
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
法
務
局
人
権
擁

護

部

℡

（

0

9

2

）

7

2

1

局

4

5

7

0

番

※
不
法
就
労
、
不
法
残
留
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
も
関
係
機
関
に
通
報
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

愛
の
お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
社
会
福
祉
協
議
会

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

●
高
松
団
地
　
　
　
松
宮
チ
エ
子
様

香
典
返
し
と
し
て

●
伊
左
座
　
　
故
・
徳
島
　
忠
　
様

徳
島
由
美
子
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
小
田
　
友
次
様

小
田
ス
ミ
コ
様

●
み
ず
ほ
団
地

故
・
古
賀
山
逸
雄
様

古
賀
山
智
光
様

●
新
生
街
　
　
故
・
山
下
ユ
キ
エ
様

柴
田
　
俊
治
様

●
吉
田
団
地
　
故
・
山
中
　
光
善
様

山
中
　
ハ
ナ
様

●
高
尾
団
地
　
故
・
原
田
　
静
江
様

原
田
　
信
幸
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
原
田
　
勝
義
様

原
田
サ
カ
エ
様

●
二
　
　
　
　
故
・
中
山
　
仁
作
様

田
中
　
栄
　
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
義
経
た
よ
子
様

義
経
　
泉
　
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
丸
野
　
政
雄
様

丸
野
一
則
様

●
高
松
団
地
　
故
・
花
田
　
重
己
様

花
田
バ
ツ
エ
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
大
貝
　
国
昭
様

大
月
　
幸
枝
様

●
猪
熊
町
住
　
故
・
小
深
田
　
勝
様

小
深
田
　
豊
様

物
品
寄
付
と
し
て

●
新
生
街
　
　
相
澤
　
昭
様

（
エ
レ
ク
ト
ー
ン
）

車
、

資
格
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

毒
婦
の
豊
貫
を
募
集

芦
　
屋
　
町

町
立
芦
屋
中
央
病
院
で
は
、
看
護
婦

の
臨
時
職
員
を
募
乗
し
て
い
ま
す
。

●
職
種
・
人
員
　
看
護
婦
（
准
看
護
婦
）

3
0
人

●
資
　
格
　
看
護
婦
（
准
看
護
婦
）
免

許
取
得
者

●
勤
　
務
　
芦
屋
中
央
病
院
（
午
前
8

時
～
午
後
5
時
）

●
賃
　
金
　
時
給
九
百
三
十
円
（
看
護

婦
の
場
合
）

●
申
込
期
限
　
6
月
2
2
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
芦
屋
町

人

事

係

℡

2

2

3

局

0

8

8

1

番

●
受
験
資
格

【
裁
判
所
事
務
官
採
用
亜
種
試
験
】

昭
和
亜
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
0

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

【
裁
判
所
速
記
官
研
修
生
採
用
試
験
】

昭
和
4
7
年
4
月
2
日
か
ら
疇
和
訓

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
受
付
期
間
　
7
月
6
日
～
1
5
日

●
第
一
次
試
験
　
9
月
2
0
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
地
方
裁
判
所
事

務

局

人

事

課

℡

（

0

9

2

）

7

8

1

局

3

1

4

1

番

・

内

線

3

1

3

資
格
を
取
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

福
岡
県
保
母
の
試
験福

　
岡
　
県

裁
判
所
職
員
の

採
用
試
験
を
行
い
ま
す

福
岡
地
方
裁
判
所

福
岡
地
方
裁
判
所
で
は
、
平
成
4
年

度
の
裁
判
所
事
務
官
と
速
記
宮
研
修
生

の
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

福
岡
県
で
は
、
平
成
4
年
度
の
保
母

の
資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

●

と

　

き

　

8

月

1

9

日

～

2

1

日

●
と
こ
ろ
　
第
一
保
育
短
期
大
学
・
第

一
経
済
大
学

●
受
付
期
間
　
6
月
1
5
日
～
3
0
日

●
受
付
場
所
　
遠
賀
福
祉
事
務
所
℡
6

0

1

局

2

1

2

1

番

暦
芦屋可では、7月下旬から行わ

れる「あＬや夏まつり」のイベン

トのひとつ「サンバ大会」の参加者

を募集しています。

●と　き　7月24日（金）午後8

時から

●ところ　芦屋町内の主要道路

●参加資格10人以上のグループ

ならどんな組合わせでもＯＫ

（個人参加も大歓迎）

●申し込み　6月15日までに、あ

Ｌや夏まつり実行委員会事務局

（芦屋呵観光協会内）℡223

局0881番

11



す
べ
て
の
遺
児
に

奨
学
金
制
度
が
で
き
ま
し
た

災
害
病
気
遺
児
の
進
学
を
支
援
す
る
合

【
病
気
遺
児
の
高
校
奨
学
金
】

●
奨
学
金
　
月
額
二
万
五
千
円
（
国
公

立
）
、
三
万
円
（
私
立
）

●
応
募
資
格
　
進
学
を
め
ざ
す
中
学
3

年
生
で
、
保
護
者
が
病
気
死
亡
や
著

し
い
後
遺
障
害
で
働
け
な
い
た
め
学

資
に
困
っ
て
い
る
人

●
申
込
期
限
　
7
月
3
1
日

●
問
い
合
わ
せ
　
病
気
遺
児
の
高
校
進

学
を
支
援
す
る
会
℡
（
0
3
）
3
2

2

1

局

9

8

9

1

番

【
災
害
遺
児
の
奨
学
金
】

◇
高
校
・
高
専

●
奨
学
金
　
月
額
二
万
五
千
円
（
国
公

立
）
、
三
万
円
（
私
立
）

●
応
募
資
格
　
保
護
者
が
災
害
や
事
故

で
の
死
亡
や
、
著
し
い
後
退
障
害
で

働
け
ず
学
資
に
困
っ
て
い
る
人

●
申
込
期
限
　
7
月
3
1
日

◇
大
学

●
奨
学
金
　
月
額
四
万
円
（
一
般
）

五
万
円
（
特
別
）

●
応
募
資
格
　
保
護
者
が
災
害
や
事
故

で
死
亡
し
た
り
、
著
し
い
後
遺
障
害

で
働
け
な
い
た
め
、
学
資
に
困
っ
て

い
る
成
績
優
秀
な
人

●
申
込
期
限
　
6
月
3
0
日

●
問
い
合
わ
せ
　
災
害
遺
児
の
高
校
進

学
を
支
援
す
る
会
℡
（
0
3
）
3
2

2

1

局

0

8

8

8

番

古
タ
イ
ヤ
を
引
き
取
り
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
へ

古
タ
イ
ヤ
は
、
粗
大
ゴ
ミ
と
し
て
は

取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。

料
金
を
払
う
と
、
次
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
引
き
取
っ
て
く
れ
ま
す
。
ご

すいすいバックレ「久
●と　き／7月31日（勃雨天決行

ＡＭ10：00～ＰＭ4：00

●ところ／紫川（中の橋～勝山橋問）

●対　象／一般＝男性のみが男女混

合のチーム（1チーム5

人）　レデース＝女性5

人のみのチーム

●レース方式／牛乳パック500個で

つくったポートに2人が

乗船し、1レース5チー

ムで競争

●締め切り／6月20日まで

●問い合わせ／紫川すいすいバッタ

レース実行委員会

℡645－6636

利
用
く
だ
さ
い
。

●
取
り
扱
う
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

◇
水
巻
陸
運
㈱
水
巻
給
油
所
（
頃
末

4
4
4
）

◇
相
光
石
油
㈱
遠
賀
出
張
所
（
立
屋

敷

3

2

4

の

4

）

●
引
き
取
り
手
数
料

タ
イ
ヤ
1
本
　
　
　
　
　
　
四
百
円

ホ
イ
ル
付
き
タ
イ
ヤ
1
本
　
六
百
円

（
タ
イ
ヤ
は
、
普
通
車
、
軽
自
動
車

に
限
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係

気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

女
子
労
働
問
題
の
特
別
相
談

福
岡
婦
人
少
年
室

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
、
六
十
年

六
月
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
国
で
は
、

翌
六
十
一
年
か
ら
毎
年
六
月
を
「
男
女

雇
用
機
会
均
等
月
間
」
と
定
め
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
も
全
国
で
事
業
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
福
岡
県
で
は
、
企
業
の
啓

発
指
導
な
ど
を
行
う
一
方
、
期
間
中
、

女
子
労
働
問
題
特
別
相
談
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は

堅
く
守
り
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

●
内
　
容
　
募
集
・
採
用
、
配
置
・
昇

進
、
教
育
・
訓
練
、
福
利
厚
生
、
定

年
退
職
・
解
雇
な
ど

●
相
議
会
場
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
婦
人
少
年
室
（
福
岡
市
博
多
区

博
多
駅
東
2
－
1
1
－
1
合
同
庁
舎
）

℡

（

0

9

2

）

4

1

1

局

4

8

9

4

番

窃 切 ㊥ ‖ 琶 自 由
医 ，．．賢．感 激 ’⊥ ‾

。ぢここ．　　　　　　　　　 ．猶‡．．黙

琶君1・．一

髪ご‾ｇ＿ご‾㌍ゴ
諾′1

て‾も‾．‾さ　 迷
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さ　置 症 い　祝　　 い　法 扇　い　 で
ん　 し 状 二　則 扇　 ま　に 風　 ま　す　 そ
に　た　が　 オ　 、風　 す　よ　機　 し　 0　ろ
相　 ま　あ　イ　 モ　機　 0　る　の　 よ 使　 そ
談　 ま　 つ や 1 の　　 発 点　 う　う　ろ
し　無　 た　異　 夕　羽　　 火 検　 0　前 扇
て　理　 ら　常 ｌ 根　　 事 不 昨　 に　風
く　に　要 な　部 が　　 件 備 年 は　機
だ 使 注 音　 が　回　　 な　や　の　十 が
さ　用　意 が 熟 転　　 ど　誤 夏 分 活
い　せ　 0　す　い　 Ｌ　　 が　 つ　に　な　躍
0 ず 異　 る 、な　　 起 た　は　点 す

電 常　 な　 ご　い　　 こ　便 、検　 る
気　 を　 ど　げ 、　　 っ 用　古　 を　季
屋 故 の　臭 不　　 て　万 い　行 節
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中央公民館

図書室

ニ　　 著　 書　 名 ！ 著　 者 ．繋
琵
昔

21世紀への出撃 落 合　信 彦 ｇビ
ｘ琵

わたしの般若心経 松 原 泰 道

ノストラダムスの大予言 五 島　　 勉

新しい赤ちゃん教育 久保田　　 競

出雲からの挑戦 岩　国　哲 人

ふるさとづくリ 財団法人
あしたの日本を創る協会

たそがれ色の微笑 連城　 三紀彦

愛しすぎる女たちからの手紙 ロビン・ノーウッド

1年生っていいね 宮　川　ひ　ろ

スパゲティがたべたいよう 角　野 栄 子

どんなケーきがいいかしら 谷　　 真 介 ご謙
どミミ

うさぎのとっぴんとゆきおとこ 前 川 がずお 澄

へんし～んほうれんそうマン みずしま志穂

にゃんにゃんのなぞ？なぞ 巻　 左千夫

こねこムーのおくりもの 5工　崎 雪　子

車のし巧は空のし巧さこえるよまる あまんきみこ

1 2

）

肘－ 跳戦… シ細鮎… … 側ごぷ1州馳脚淵、ぶ0期〆

ｒ
∵
声



袖霊呂李
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ユニード
ダイエー 町
水巻店 民

体
豪

福銀
梅ノ木
支店

◆場　　所　水巻町大字猪熊餌

番地の1

●面　　積1区画5坪（16が）

●料　　金1区画年間3，500円

●入園期間　平成4年9月1日～

平成5年8月20日

（原則として1年以内）

●申込期間　6月20日～7月20日

（区画割は抽選します）

●申し込み・問い合わせ

役場産業課

土
の
ぬ
く
も
り

味
わ
い
ま
せ
ん
か
●
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水巻町ふれあい農園入園申込書
フリガナ 電　話　番　号

氏　名 －

住　所 受付

※太枠の中を記入してください。
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易ヂ鋤⑳

ひ
と
り
の
球
を
追
う

燐
中
カ
が
若
さ
の
秘
密

6
0
才
で
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
を
知
っ
た

吉
田
チ
ヱ
亨
虐
（
6
8
歳
・
下
二
）

「
毎
週
三
回
、
卓
球
の
練
習
に
来
て
笑
っ
た

り
、
悔
し
が
っ
た
り
、
喜
ん
だ
り
す
る
こ
と
が

ひ

け

つ

健
康
の
秘
訣
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、
還

暦
の
記
念
に
始
め
た
卓
球
に
夢
中
の
吉
田
チ
エ

子
さ
ん
。

そ
の
卓
球
も
始
め
て
か
ら
今
年
で
九
年
目
。

こ
ん
な
に
長
く
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

「
始
め
の
う
ち
は
卓
球
じ
ゃ
な
く
、
そ
れ
こ

そ
本
当
の
ピ
ー
ン
・
ポ
ー
ン
で
し
た
よ
。
で
も

不
思
議
に
あ
る
日
突
然
、
球
が
打
て
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
は
、
も
の
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
」
と
、
当
時
の
こ
と
を
楽

し
そ
う
に
振
り
返
り
ま
す
。

回
り
の
同
じ
年
代
の
人
た
ち
は
、
朝
早
く
目

が
覚
め
て
困
る
と
か
、
眠
れ
な
い
と
か
言
っ
て

い
る
そ
う
で
す
が
吉
田
さ
ん
の
場
合
「
あ
ら
っ

も
う
朝
」
と
い
う
く
ら
い
に
熟
睡
で
き
ま
す
。

運
動
を
す
る
お
か
げ
で
肩
や
腰
も
何
と
も
な
く
、

現
在
も
元
気
に
農
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
卓
球

を
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
や
っ
て
い
る
の
で
、

技
術
の
上
達
は
望
ん
で
い
ま
せ
ん
。
練
習
で
気

持
ち
の
い
い
汗
を
か
き
、
仲
間
た
ち
に
会
う
こ

と
が
目
的
で
す
。

人
か
ら
　
「
若
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
吉
田
さ
ん

は
、
ひ
と
つ
の
事
に
集
中
し
、
喜
び
を
持
つ
こ

と
が
若
さ
を
保
つ
秘
訣
だ
と
説
明
し
ま
す
。

所
属
し
て
い
る
卓
球
同
好
会
『
エ
ル
ム
』
　
に

は
、
3
0
人
の
会
員
が
い
ま
す
。

「
若
い
人
の
中
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
3
人
、

ぼ
こ
つ
と
入
っ
と
ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
若
い

人
た
ち
と
一
緒
に
で
き
る
こ
と
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
も
ら
い
よ
う
み
た
い
で
す
ね
」
と
、
ま
だ

ま
だ
現
役
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ー
マ
ン
の
吉
田
さ
ん
。

い
つ
ま
で
も
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
・
読
Ｈ

運
動
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
何
と
い

も
リ
レ
ー
で
す
が
、
も
う
ひ
と
つ

ラ
イ
ト
と
い
え
ば
仮
装
行
列
と

ｒ
Ｖ
こ
え
ノ

応
援
合
戦
。
そ
れ
ぞ
れ
嗜
好
を
凝
ら
し

た
衣
装
で
演
技
を
競
い
ま
す
。
表
紙
の

赤
フ
ン
の
お
じ
さ
ん
や
お
相
撲
取
り
の

応
援
団
長
、
赤
影
、
青
影
の
チ
ピ
ッ
子

忍
者
な
ど
ぞ
く
ぞ
く
登
場
。
シ
ャ
ッ
タ

ー
が
軽
く
な
っ
て
困
り
ま
し
た
。

▼
梅
雨
を
前
に
5
月
2
5
日
、
人
事
異
動

の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。
異
動
の
な
か

っ
た
二
人
は
、
顔
を
見
合
せ
ニ
ッ
コ
リ

笑
っ
て
梅
雨
入
り
し
ま
し
た
。
も
う
一

年
こ
の
コ
ン
ビ
で
頑
張
り
ま
す
の
で
、

取
材
先
で
会
っ
た
と
き
に
は
声
で
も
か

け
て
く
だ
さ
い
。
　
（
嶋
田
・
蔵
元
）
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